
輸入禁止品輸入許可申請書 
 下記のとおり     を輸入したいので許可願いたく     植物防疫所を経由して申請
いたします。       住 所 
                  職 業 
                  氏 名                印 
令和  年  月  日 

 農林水産大臣        殿 

 
備考 １ 氏名を自署する場合においては、押印を省略することができる。 
   ２ ※印の欄には、欧文を併記すること。 
   ３ 本様式は必要な記載欄のみを示したものであり、申請書の大きさはＡ４版縦とし、各欄を広くとり内

容を詳細に記載してください。 

※ 普 通 名 称 及 び 学 名 土壌 Ｓｏｉｌ 
※ 数 量 及 び 梱 数  ○ 梱  □ kg （容器包装を含む。） ○ package of total weight □ kg 
※ 採 取 地 又 は 産 地 □□市・○○国 □□SHI,○○KOKU 
輸 送 の 方 法 及 び 経 路 
（郵便物の場合は発送地） 

航空便扱い小包郵便物（or 通常郵便物（小型包装物））で○○国・□□市より輸入

する。  □□空港→ △△空港 
輸入の際経由する植物防

疫 所 名 
○○植物防疫所 △△支所 

輸 入 の 目 的  土壌中に含まれる○○を分析し、○○を解明することを目的とする 

※発送人の住所・職業・氏

名 
検疫 花子 Dr. Hanako Keneki  ○○○○○○○University   
△△ - △△, △△,  □□市,○○国. 

※荷受人の住所・職業・氏

名 
〒231-XXXX 神奈川県横浜市Ａ区北仲通○-○○  国立大学法人○○大学○学部教

授 植防 太郎 Dr. Taro Shokubo, ○○University, ○-○○  
kitanaka-dori, A-ku, Yokohama 231-XXXX Japan 

輸 入 の 予 定 年 月 日 令和○○年○○月○○日 
輸 送 中 の 包 装 状 態 ビニールで二重包装し、プラステックケースに入れ、密 閉し輸送する。 
輸入後の管理方法及び場

所 
管理場所：神奈川県横浜市Ａ区北仲通○-○○国立大学法人○○大学○学部○○棟○

階実験室(Ｂ号室)及び○○室並びに○○棟○階○○室。  
管理方法：○○は○○室の保管庫にて施錠して保管する。△△試験は○○棟○階分

析室(Ｃ号室)の△△機を用いて分析を行う。試験中不要となった当該土壌及び使用

した器具類は同実験室のオートクレーブで、120℃、20 分以上の殺菌を行う。 
利 用 期 間 及 び 
利用後における処理方法 

令和○○年○○月○○日まで、使用予定。利用後は実験室（Ｂ号室）オートクレー

ブで、120℃、20 分間以上の 殺菌を行う。 
輸入後の管理責任者氏名 国立大学法人○○大学○学部教授 植防 太郎     

連絡先 TEL：045-123-XXXX FAX:045-123-XXXX 
その他参考となるべき事

項 
・当該管理場所は農林水産省指令○○植第○○号で許可された管理場所と同一であ

る 。 管 理 責 任 者 が 不 在 時 の 連 絡 者  検 疫  花 子  TEL ： 045-123-XXXX 
FAX:045-123-XXXX・気付植物防疫所から管理場所までは、宅配便（着払い）での

送付を希望する。 


